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絶
好
の
屋
形
船
日
和
と
な
っ
た
11
月
11
日
（
日
）
。
事
業
所
対
策
委
員
会
主
催
「
屋

形
船
de
事
業
所
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
20
分
会
か
ら
36
社
37
人
の
組
合

加
入
し
て
い
る
事
業
所
の
仲
間
（
事
業
主
・
番
頭
）
が
集
ま
り
、
貸
し
切
っ
た
屋
形
船

で
豪
華
料
理
と
お
酒
を
か
こ
ん
で
の
昼
食
名
刺
交
換
交
流
で
、
普
段
あ
い
ま
み
え
る
こ

と
の
な
い
他
分
会
の
事
業
所
同
士
が
お
お
い
に
交
流
し
ま
し
た
。

そ
の
声
に
こ
た
え
た
形
で

始
ま
っ
た
事
業
所
交
流
バ
ス

ツ
ア
ー
は
今
年
で
三
年
目
。

全
28
分
会
か
ら
一
人
ず
つ
選

出
さ
れ
た
事
業
主
（
6
割
が

非
分
会
役
員
・
7
割
が
後
継

者
層
）
か
ら
な
る
事
業
所
対

策
委
員
会
が
6
月
か
ら
企
画

し
て
呼
び
か
け
を
含
め
て
準

備
を
す
す
め
ま
し
た
。

企
画
会
議
で
は
、
四
人
一

組
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
事
業
所
が
参
加
し
て
み
た

い
と
思
う
企
画
」
に
つ
い
て

事
業
所
対
策
委
員
の
主
体
的

な
議
論
の
す
え
、
「
屋
形
船

（
貸
切
）
事
業
所
交
流
会
」

に
決
定
。
そ
の
他
に
も
、
①

参
加
し
や
す
い
会
費
、
②
事

業
所
の
参
加
対
象
、
③
当
日

の
役
割
分
担
（
往
復
バ
ス
司

会
・
昼
食
交
流
会
司
会
・
乾

杯
あ
い
さ
つ
）
、
④
昼
食
交

流
の
席
割
、
⑤
ゲ
ー
ム
大
会

の
景
品
、
な
ど
参
加
者
全
員

が
前
の
め
り
に
な
っ
て
自
分

た
ち
の
企
画
と
し
て
議
論
が

白
熱
。参
加
呼
び
か
け
で
も
、

「
一
緒
に
連
れ
て
行
き
た
い

事
業
主
が
い
る
」
と
、
支
部

行
事
の
初
参
加
に
つ
な
げ
た

経
験
を
は
じ
め
、
多
く
の
分

会
で
対
策
委
員
が
先
頭
に
な

っ
て
積
極
的
な
呼
び
か
け
が

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
行
き
の
バ
ス
車

中
で
「
東
京
土
建
と
は
…
組

合
と
は
…
」
の
講
義
（
ミ
ニ

学
習
）
を
受
け
て
土
建
ク
イ

ズ
（
復
習
テ
ス
ト
形
式
）
が

お
こ
な
わ
れ
、
37
人
中
14
人

が
1
0
0
点
満
点
を
と
る
な

ど
組
合
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
午
前
中
は
東
京
ゲ
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
の
散
策
。
昼
食
は

土
建
ク
イ
ズ
表
彰
式
と
一
人

一
言
発
言
タ
イ
ム
で
盛
り
上

が
っ
た
貸
切
屋
形
船
（
隅
田

川
〜
お
台
場
）
で
の
名
刺
交

換
交
流
。
午
後
は
葛
飾
柴
又

の
散
策
と
い
う
行
程
に
そ
っ

て
、
一
日
た
っ
ぷ
り
と
時
間

を
共
有
し
て
交
流
が
す
す
み

ま
し
た
。

昼
食
交
流
時
の
一
人
一
言

発
言
で
は
、
「
同
じ
分
会
の

仲
間
と
初
め
て
会
え
た
。
こ

れ
か
ら
分
会
で
も
仲
良
く
し

て
い
き
た
い
」
「
同
じ
職
種

の
方
で
手
が
足
り
な
い
時
は

い
つ
で
も
呼
ん
で
ほ
し
い
」

「
と
に
か
く
仕
事
で
困
っ
た

ら
う
ち
に
連
絡
く
だ
さ
い
」

な
ど
、
各
々
が
仕
事
や
組
合

の
こ
と
で
ア
ピ
ー
ル
。
「
み

ん
な
と
本
音
で
話
せ
て
良
か

っ
た
」
「
組
合
の
仲
間
と
仕

事
を
し
て
い
き
た
い
」
「
新

し
い
仲
間
と
名
刺
交
換
が
で

き
た
」
「
初
参
加
だ
っ
た
が

ま
た
参
加
し
た
い
」
「
練
馬

支
部
の
組
合
員
が
多
い
こ
と

に
感
心
し
た
」
な
ど
、
感
想

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
充
実
感

が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。事

業
所
対
策
委

員
は
、
司
会
（
往

路
・
昼
食
・
復
路
）
と
乾
杯

挨
拶
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
、
役

割
が
な
い
対
策
委
員
も
一
参

加
者
に
と
ど
ま
ら
ず
率
先
し

て
運
営
を
補
助
す
る
な
ど
、

み
ん
な
で
成
功
に
導
き
、
事

業
所
対
策
委
員
会
と
し
て
の

「
結
束
」
と
「
自
覚
」
を
深

め
る
と
り
く
み
と
な
り
ま
し

た
。参

加
者
の
内
訳
と
し
て

は
、
行
事
初
参
加
と
群
会
議

に
参
加
し
て
い
な
い
未
結
集

層
が
と
も
に
全
体
の
4
分
の

1
を
占
め
、
後
継
者
層
と
非

分
会
役
員
の
事
業
主
（
番
頭

含
む
）
は
と
も
に
半
数
に
の

ぼ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

組
合
の
組
織
づ
く
り
や
後
継

者
育
成
に
お
け
る
事
業
所
対

策
か
ら
の
突
破
口
と
な
り
う

る
成
果
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。多

少
の
揺
れ
は
あ
っ
た
屋

形
船
。
船
酔
い
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
…
「
一
人
で
も

多
く
の
事
業
主
と
交
流
し
た

い
」
。
そ
の
一
心
で
船
酔
い

忘
れ
、
下
町
の
景
観
に
目
も

く
れ
ず
、
み
な
飛
び
回
っ
て

笑
顔
が
溢
れ
る
交
流
会
に
な

り
ま
し
た
。

「
事
業
所
交
流
会
」
は
、

個
人
・
法
人
問
わ
ず
組
合
に

加
入
し
て
い
る
事
業
所
の
事

業
主
（
番
頭
含
む
）
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
次
回
の
「
事
業
所
交

流
会
」
を
お
楽
し
み
に
。

屋形船の前で

橋
の
上
で

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
前
で

交流スタート

お
台
場
を
バ
ッ
ク
に

名刺交換

12
月
な
の

に
コ
ー
ト
が

い
ら
な
い
日

が
あ
っ
た
か

と
思
え
ば
、

急
に
真
冬
日

に
な
っ
た
り

と
体
調
管
理
が
た
い
へ
ん
な

時
期
で
も
あ
る
練
馬
の
初

冬
。
体
調
管
理
に
つ
い
て
は

読
者
各
位
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
い
た
だ
き
た
い
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
振
る
い
出
す
前
に
早
め
の

予
防
を
お
す
す
め
す
る
。
▼

2
0
1
8
年
の
師
走
、
残
念

な
が
ら
こ
の
国
の
政
治
に
も

「
政
権
の
暴
走
」
と
い
う
名

の
ウ
イ
ル
ス
が
長
期
に
渡

り
、
好
き
勝
手
に
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
。
国
民
の
生
活

を
犠
牲
に
し
な
が
ら
成
長
す

る
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
政
権

与
党
に
も
感
染
し
、
国
の
内

外
を
掻
き
ま
わ
し
て
い
る
。

▼
戦
後
こ
の
国
は
、
民
主
主

義
と
い
う
「
体
」
に
立
憲
主

義
と
い
う
「
抗
体
」
を
持
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

聞
い
た
上
で
考
慮
・
議
論
、

ベ
ス
ト
を
導
き
出
す
こ
と
を

軽
ん
じ
、
い
わ
ゆ
る
「
数
の

論
理
」
で
ね
じ
伏
せ
る
こ
の

ウ
イ
ル
ス
は
、
国
民
の
犠
牲

を
払
う
こ
と
で
利
益
を
享
受

す
る
「
誰
か
」
の
た
め
に
働

き
、
抗
体
を
素
通
り
し
て
侵

入
し
て
く
る
。
▼
し
か
し
な

が
ら
こ
の
ウ
イ
ル
ス
、
効
果

的
な
治
療
法
は
、
あ
き
ら
め

ず
に
何
度
も
何
度
も
私
た
ち

の
「
声
」
を
注
入
し
続
け
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
奈
）

「屋形船de事業所交流バスツアー」「屋形船de事業所交流バスツアー」

食
べ
て
！
飲
ん
で
！
話
し
て
！
交
換
し
て
！
揺
れ
て
！
大
交
流

３６社３７人の事業所の仲間が結集３６社３７人の事業所の仲間が結集
「
せ
っ
か
く
組
合
に
加
入
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
事
業
所
同
士
で
交
流
し
て
仕
事
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
仲
間
を
つ
く
り
た
い
」



（2）2018年11月9日（金）け ん せ つ 北 部（第三種郵便物認可）第2493号

青年の技能向上を目的とした
「第56回技能五輪全国大会」が11
月初旬、沖縄県で開催され、青年
部の小坂哲平さん（石神井台分会
・大工）が見事「敢闘賞」を受賞
されました。
小坂さんは「東京建築カレッジ」

の22期生の22歳。建築大工部門に
出場し、日頃の努力と早朝から夜
遅くまでの特訓の成果が今回「敢
闘賞」の受賞に結び付きました。
インタビューに対し「来年も挑

戦し、今度は金メダルを取ります。
自分より年下の方の出場が多かっ
たので『負けられないぞ』と思い
ました。東京土建がサポートして
くれたので感謝しています」と、
次回行われる技能五輪愛知大会へ
の意気込みと仲間への感謝を話し
てくれました。
おめでとうございました。

見事な削り

小坂哲平さん（石神井台分会） 確実に丁寧に墨付けの様子

11
月
20
日
（
火
）
夜
、

東
京
土
建
本
部
に
て
「
土

建
タ
イ
ム
ス
（
第
3
号
）
」

の
撮
影
が
行
わ
れ
、
練
馬

支
部
青
年
部
・
坂
本
美
由

紀
さ
ん
（
高
松
分
会
）
が

モ
デ
ル
と
し
て
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
モ
デ
ル
は
初
め

て
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

や
や
緊
張
ぎ
み
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
落
ち
着
い
た

表
情
で
撮
影
に
の
ぞ
み
ま

し
た
。

今
回
の
土
建
タ
イ
ム
ス

は
、
「
事
業
所
で
働
く
女

子
」
に
焦
点
を
あ
て
、
事

業
所
女
子
に
も
役
立
つ
東

京
土
建
と
し
て
制
度
を
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
も
の
で
、
実
際
に
事
業

所
で
働
く
女
性
青
年
部
員

が
モ
デ
ル
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

当
日
は
プ
ロ
の
メ
イ
ク

さ
ん
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ

る
本
格
的
な
撮
影
と
な

り
、
メ
イ
ク
を
終
え
た
そ

の
表
情
は
「
女
優
」
で
し

た
（
取
材
者
の
個
人
的
感

想
）
。

撮
影
中
は
、
カ
メ
ラ
マ

ン
の
要
望
に
迅
速
に
応

え
、
撮
影
は
ス
ム
ー
ズ
に

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
撮
影
後
、
建
設
業
に

従
事
さ
れ
て
い
る
仲
間
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
建
設
業
は
い
わ
ゆ
る

『
3
Ｋ
』
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
頑
張
っ
て
い
る
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
の
仕
事
の
結
果
と

し
て
『
き
れ
い
な
も
の
』

が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
な

と
思
い
ま
す
」

練
馬
の
事
業
所
女
子

は
、
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

配
布
用
の
土
建
タ
イ
ム

ス
第
3
号
は
12
月
、
各
分

会
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
よ
く
ご
覧
に
な
っ

て
、
事
業
所
訪
問
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

坂本美由紀さん

熱いポーズ指導

手直し中

モニターでチェック中撮影もノッてきました

青
年
部
・
坂
本
さ
ん
が

第３号第３号
土建タイムス土建タイムス

日頃の努力と特訓の成果が実る日頃の努力と特訓の成果が実る

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

青年部・小坂哲平さんが
敢闘賞を受賞

青年部・小坂哲平さんが
敢闘賞を受賞

ホームページ用の土建タイムス

技能
五輪
技能
五輪
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11
月
4
日
（
日
）
、
教
宣
部
・
憲
法
平
和

対
策
部
合
同
に
よ
る
「
平
和
取
材
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
合
計
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
米
軍
の
特
殊
作
戦
機
「
Ｃ
Ｖ
―
22

オ
ス
プ
レ
イ
」
が
10
月
に
正
式
配
備
さ
れ
た

米
軍
横
田
基
地
周
辺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
、
基
地
反
対
運
動
団
体
に
よ
る
講
演
に
て

学
習
・
取
材
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
東
京
平
和
委
員

会
の
岸
本
正
人
事
務
局
長
の
案
内
・
説
明
に

よ
る
立
川
基
地
拡
張
に
端
を
発
し
た
「
砂
川

闘
争
」
の
歴
史
を
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
と
現
地
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
学
び
ま
し
た
。

午
後
は
地
元
団
体
「
横
田
基
地
の
撤
去
を

求
め
る
西
多
摩
の
会
」
の
奥
富
喜
一
福
生
市

議
を
講
師
に
、
米
軍
横
田
基
地
の
概
要
や
、

騒
音
・
夜
間
飛
行
訓
練
問
題
な
ど
、
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
へ
の
反
対
だ
け
で
な
く
横
田
基
地

自
体
の
撤
去
を
求
め
る
運
動
に
つ
い
て
語
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
基
地
や
反
対
運
動
へ
の

質
問
や
意
見
な
ど
、
活
発
な
発
言
が
次
々
と

あ
が
り
、
日
々
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
学
習
・
取
材

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
さ
れ
た
教
宣
部
員
、
憲
法
対
策

部
員
の
皆
さ
ん
は
各
分
会
機
関
紙
で
今
回
の

学
習
・
取
材
内
容
や
感
じ
た
こ
と
を
掲
載
し
、

分
会
の
仲
間
に
共
有
し
て
い
ま
す
。

参加者全員で

フィールドワーク

横田基地を望む横田基地問題を学ぶ砂川闘争跡地で

日
差
し
の
強
い
快
晴
だ
っ

た
5
月
1
日
、
青
年
部
と
実

行
委
員
、
有
志
の
方
々
で
製

作
し
た
「
時
間
の
海
を
航
海

す
る
海
賊
船
」
は
、
隊
列
で

の
ア
ピ
ー
ル
と
共
に
「
メ
ー

デ
ー
出
し
物
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
、
10
月
30

日
の
夜
、
青
年
部
と
メ
ー
デ

ー
実
行
委
員
だ
っ
た
秋
元
泰

史
（
石
神
井
分
会
・
造
園
）

さ
ん
の
協
力
で
、栄
光
の「
海

賊
船
」は
そ
の
役
目
を
終
え
、

解
体
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

制
作
に
数
週
間
を
要
し
た

こ
の
船
も
、
解
体
作
業
は
6

人
が
か
り
で
約
1
時
間
に
て

ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
と
な
っ
た
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
姿
を
消
す
寂
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
も
無
事
解
体
が

で
き
た
こ
と
で
、
参
加
し
た

仲
間
は
皆
ほ
っ
と
し
た
表
情

で
し
た
。

秋
元
さ
ん
か
ら
は
「
解
体

し
て
み
て
、
し
っ
か
り
と
よ

く
で
き
て
い
る
な
と
思
い
ま

し
た
。
完
成
度
が
高
い
」
と

製
作
メ
ン
バ
ー
の
努
力
の
結

晶
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
青
年
部
行
事
に
初

参
加
と
な
っ
た
上
地
武
志
さ

ん
（
石
神
井
分
会
・
防
水
）

は
、
「
ば
ら
し
は
簡
単
で
し

た
が
、
よ
く
作
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
特
に
ア
ー
ル
を
つ

く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
か
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
次

回
は
製
作
か
ら
携
わ
っ
て
、

ば
ら
す
ま
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
想

と
次
回
へ
の
意
欲
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

練
馬
支
部
の
今
年
の
「
最

優
秀
賞
」
は
こ
れ
で
区
切
り

が
つ
き
ま
し
た
が
、
次
回
コ

ン
ク
ー
ル
へ
の
挑
戦
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

秋
元
泰
史
さ
ん

感感謝謝ををここめめてて解解体体開開始始

作作業業はは順順調調にに進進むむ

最優秀賞を獲得した海賊たち（5月）

上
地
武
志
さ
ん

解
体
メ
ン
バ
ー
で
記
念
写
真

ももううすすぐぐおお別別れれ

おお世世話話ににななりりままししたた

沖
縄
だ
け
じ
ゃ
な
い
基
地
問
題

沖
縄
だ
け
じ
ゃ
な
い
基
地
問
題

ぼくらの「海賊船」

東
京
の
空
に
も

「
オ
ス
プ
レ
イ
」

東
京
の
空
に
も

「
オ
ス
プ
レ
イ
」

ささよよなならら

2
0
1
8
年
度

平
和
取
材
ツ
ア
ー
開
催
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電
工
（
2
人
）

社
員

和
光
電
気
設
備
㈱
（
桜
台
分

会
）

練
馬
区
桜
台
5
―
6
―
5

☎
03
―
3
9
4
8
―
3
4
8

8と
び
（
1
人
）

社
員

一
樹
工
業
（
貫
井
分
会
）

練
馬
区
貫
井
4
―
13
―
24
―

1
0
2

☎
0
9
0
―
7
8
2
0
―
1

6
9
9

塗
装
工
（
3
人
）

社
員
・
常
用
・
手
間
請
・
見

習㈱
光
が
丘
美
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
土
支
田
1
―
31
―
11

―
1
0
5

☎
0
9
0
―
3
5
2
6
―
2

9
7
9

大
工
（
2
人
）

短
期
雇
用

小
田

孝
（
南
田
中
分
会
）

練
馬
区
南
田
中
4
―
23
―
10

☎
0
9
0
―
1
1
1
8
―
1

6
8
7

配
管
工
（
2
人
以
上
）

社
員
・
見
習
・
短
期
雇
用

㈱
平
井
設
備
（
北
事
業
所
分

会
）

練
馬
区
谷
原
2
―
13
―
8

☎
03
―
3
9
9
5
―
0
2
3

1解
体
工
・
4
ｔ
運
転
手

（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈲
倉
冨
商
会
（
上
石
神
井
分

会
）

小
平
市
大
沼
町
6
―
10
―
2

☎
0
4
2
―
3
4
6
―
6
4

9
5

型
枠
大
工
（
2
人
）

社
員
・
見
習

㈲
光
田
工
務
店（
桜
台
分
会
）

練
馬
区
桜
台
5
―
34
―
20

☎
03
―
3
9
9
2
―
9
9
6

1建
築
塗
装
（
3
人
以
上
）

社
員

㈱
豊
太
美
装
（
春
日
分
会
）

練
馬
区
向
山
4
―
9
―
37

☎
0
9
0
―
1
4
0
1
―
3

0
4
3

鉄
筋
工
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
林
田
工
業
（
関
町
分
会
）

西
東
京
市
柳
沢
2
―
14
―
3

―
3
0
9

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0

4
7
3

施
工
管
理
（
2
人
以
上
）

社
員
・
請
負
契
約

㈱
ル
チ
ル
開
発
（
西
大
泉
分

会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
2
―
23

―
36

☎
0
8
0
―
6
5
8
2
―
0

3
1
0
（
担
当
者
・
白
川
）

鉄
筋
工
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
ネ
ヘ
ミ
ア
（
北
事
業
所
分

会
）

練
馬
区
田
柄
1
―
26
―
1
1

1
Ｆ

☎
0
9
0
―
8
5
1
6
―
2

3
6
4

外
溝
工
事
（
1
人
）

社
員
・
短
期
雇
用（
各
1
人
）

㈲
山
弘
興
業
（
大
泉
東
分

会
）

練
馬
区
大
泉
町
2
―
47
―
4

☎
0
9
0
―
3
2
2
6
―
8

1
0
1

と
び
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
宮
城
仮
設
（
桜
台
分
会
）

練
馬
区
氷
川
台
3
―
19
―
2

☎
03
―
3
9
3
1
―
8
3
5

4塗
装
工
（
1
人
）

社
員

タ
ッ
ト
（
富
士
見
台
分
会
）

練
馬
区
大
泉
町
3
―
35
―
24

☎
0
9
0
―
2
5
6
4
―
9

6
3
2

配
管
工
（
2
人
）

社
員
・
見
習

㈱
ク
ラ
フ
ト
エ
ア
ー
（
西
大

泉
分
会
）

練
馬
区
西
大
泉
1
―
18
―
7

☎
0
9
0
―
5
5
3
6
―
8

6
1
8

大
工
・
内
装
工
・
配
管
工（
2

人
）
社
員

㈱
ツ
カ
モ
ト
（
中
村
分
会
）

板
橋
区
前
野
町
1
―
11
―
3

☎
03
―
6
8
2
5
―
4
6
5

2リ
フ
ォ
ー
ム
営
業
（
2
人
）

社
員
・
見
習

㈲
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ー
ル
ド

（
南
事
業
所
分
会
）

杉
並
区
今
川
3
―
22
―
14
―

1
0
2

☎
03
―
5
3
0
3
―
0
9
2

2内
装
工
（
2
人
）

社
員

Ｄ
Ｓ
Ｋ
（
上
石
神
井
分
会
）

練
馬
区
関
町
南
3
―
12
―
21

―
7
0
1

☎
03
―
6
6
7
7
―
6
0
5

7

お
詫
び
と
訂
正

け
ん
せ
つ
北
部
10
月
9
日
号
（
第
2

4
8
9
号
）
の
2
面
、
「
首
相
が
来
年

10
月
の
消
費
税
増
税
を
表
明
」
の
記
事

内
、軽
減
税
率
制
度
の
説
明
部
分
で「
お

酒
や
食
料
品
な
ど
の
税
率
を
現
在
の
8

％
に
据
え
置
き
す
る
」
と
掲
載
い
た
し

ま
し
た
が
、
酒
類
に
つ
い
て
は
軽
減
税

率
の
対
象
外
と
な
り
、
消
費
税
率
の
8

％
据
え
置
き
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
訂
正
な
ら
び
に
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

（
編
集
）

2019全建総連組合員手帳（1月始まり）
を支部事務所で販売しています。ぜひご活
用下さい。一冊300円です。※売り切れの場
合はご容赦ください。

冬
休
み
恒
例
の
50
歳
未
満
の
主
婦
の
会
と
ら
い
あ

ん
ぐ
る
実
行
委
員
会
の
取
り
組
み
。
今
年
は
、
親
子

で
楽
し
め
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
大
人
気
の
世
界
初
の
大
自
然
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
オ
ー

ビ
ィ
横
浜
と
横
浜
中
華
街
の
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
1
日

！
お
申
し
込
み
は
、
支
部
担
当
：
田
崎
ま
で
。

【
日
時
】
12
月
26
日
（
水
）
9
：
30
（
練
馬
文
化
セ

ン
タ
ー
裏
出
発
）
〜
17
：
00
（
終
了
予
定
）

【
参
加
費
】
大
人
2
，
5
0
0
円

中
高
生
1
，
5

0
0
円

小
学
生
1
，
0
0
0
円

幼
児
5
0
0
円

【
定
員
】
45
人

持ちやすさ抜群飽きの来ない深緑色

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

「
は
や
ぶ
さ
2
」
の
小

型
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
が
着

陸
し
た
小
惑
星

5

森
林
の
鳥
獣
被
害
が
深

刻
。
日
本
で
一
番
の
加

害
動
物
は
？

7

そ
ば
プ
ラ
ス
生
卵
は
…

…
そ
ば

8

夜
間
の
試
合
で
す

10

熱
い
飲
食
物
は
苦
手

11

目
か
ら
落
ち
る
こ
と
も

13

…
…
ラ
イ
ス
、
ロ
ー
ス

ト
…
…

15

書
類
の
端
に
付
い
た
つ

ま
み

16

引
っ
越
し
で
は
重
く
て

苦
労

17

地
位
を
指
す
こ
と
も

18

「
海
馬
」
と
書
く
魚
で

す

22

行
け
！

23

昔
話「
さ
る
か
に
合
戦
」

で
屋
根
か
ら
落
ち
て
き

た
の
は
？

24

船
頭
が
多
い
船
の
行
き

先
■
タ
テ
の
カ
ギ

1

六
つ
の
正
方
形
が
囲
み

ま
す

2

冬
が
近
づ
く
と
、
こ
の

話
題
が
北
国
か
ら
届
き

ま
す

3

鳴
き
声
が
ネ
コ
に
似
て

い
る
？

4

首
筋
の
こ
と
で
す

5

…
…
先
、…
…
つ
づ
み
、

…
…
足
ら
ず

6

平
昌
冬
季
五
輪
で
人
気

だ
っ
た
競
技
だ
よ
ね
。

そ
だ
ね
〜

9

逃
げ
る
時
に
放
屁
？

12

オ
マ
ー
ル
と
も
呼
ば
れ

ま
す

14

「
…
…
ト
ー
マ
ス
」
は

英
国
生
ま
れ
の
幼
児
向

け
Ｔ
Ｖ
番
組

19

爪
を
隠
す
の
は
…
…
あ

る
タ
カ

20

「
小
鹿
の
バ
ン
ビ
」
の

性
は

21

有
名
な
呪
文
。
「
開
け

…
…
」

練
馬
支
部
事
務
所
の
年
末
年
始
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
年
内
：
12
月
28
日
（
金
）
の
窓
口
業
務
は
午
後
3
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・
年
始
の
業
務
開
始
は
1
月
7
日
（
月
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
12
月
29
日
（
土
）
〜
1
月
6
日
（
日
）
は
年
末
年
始
休
業
の
た
め
支
部
事
務
所

は
閉
ま
り
ま
す
。

《解き方》イラストをヒントにして、二
重ワクの6文字をうまく並べてできる言
葉は？

（作・モロズミ勝）

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

宛
先
：
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土
建
練
馬
支
部

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に
お
書
き
下
さ

い
。

締
め
切
り

2
0
1
9
年
1
月
11
日
（
金
）
支
部
到
着

当
選
者
は
1
月
号
で
発
表
し
ま
す

動物に触れて、見て感じて、
五感で楽しむ！オービィ横浜

主婦の会
とらいあんぐるで行く

冬休みバスツアー

全建総連手帳残りわずか

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み
は

東
京
土
建
練
馬
支
部

求
人
・
求
職
係
ま
で

０
３（
３
８
２
５
）５
５
２
２


